
対象米穀 令和２年産政府備蓄米
（国内産米穀（水稲うるち玄米１・２等））

対象数量 １万トン（対象数量を複数回に分けて入札を実施）

加工原材料用向け政府備蓄米の販売について

「米穀の買入れ・販売等に関する基本要領」（平成21年
５月29日付け21総食第113号総合食料局長通知。以下「基
本要領」という。）第４章Ⅰ第２の１の⑵及び⑶に規定す
る加工原材料用の買受資格を有する者であって、今回の政
府備蓄米購入契約数量以上に令和７年産の加工用米の購入
を希望する者

今般の政府備蓄米の加工原材料用への販売にあたっては、
「財政法」及び「予算決算及び会計令」に基づき、現在の
価値（市場価格等）により最低販売価格を設定し、競争入
札を実施。

加工原材料用の使用用途：基本要領第４章Ⅰ第１の２の(2)の各号に掲げる使用用途。

令和６年８月から数回程度入札を実施

販売開始時期

販売価格

＜政府備蓄米の加工原材料用販売の入札状況（令和６年度）＞

ア 酒類用（焼酎用、泡盛用（沖縄県下の買受資格者に販売する場合に限る。）リキュール類用、スピリッツ用、みりん用、ビール用、雑酒用又は純粋酵母用）
イ 調味料用（味噌用、食酢用、醤油用、こうじ（清酒用こうじは除く。）用、たれ調味料用、もろみ（清酒用もろみは除く。）用又は香辛料用）
ウ 菓子用（米菓用又は和菓子用） エ 米穀粉用（上新粉やみじん粉等の米穀粉用、乳児穀粉用、玄米粉用又はビーフン粉用）
オ 加工品用（甘酒用、玄米茶用、漬物もろみ用、朝食シリアル用、乳児食用、ライススターチ用、味米用、いり玄米スープ用又は水産練製品用）
カ 小麦粉混入製品用（米穀粉入りめん用又は米穀粉入りフライ用） キ その他農産局長が必要と認める用途（※）

（※）清酒用、加工米飯用（肉又は魚、甲殻類、軟体動物その他の水棲動物の混入割合が３％以上（仕込時）である密封包装したレトルト米飯、冷凍米飯等であって、２ヶ月以上の保存に耐
えられるもの）、ビタミン強化米用、アルファ化米又はアルファ化米を原料とする製品用、包装もち用又は米穀粉混入製品用

販売対象用途

販売対象者

販売対象米穀・数量

【これまでの入札結果】
◆第１回～第３回入札 契約数量：2,372トン

入札執行日：第１回 ８月20日
第２回 ９月10日
第３回 ９月25日

◆第４回入札 契約数量：契約締結後に公表
入札執行日：10月21日
対象数量：7,628トン

○ 令和５年産のふるい下米の減少により、加工原材料用の国内産米（加工用米を含む）の不足が見込まれることか
ら、端境期の供給不足分として、政府備蓄米を加工原材料向けに販売。

○ 今回の状況を踏まえ、来年度以降も前年産の加工原材料用の国内産米の供給量が大きく減少し、米加工品製造業
者による当年産への切替えの前倒し及びＭＡ米への代替が行われてもなお端境期の供給が不足すると認められる場
合には、当年８月以降に政府備蓄米の入札による販売を実施。
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政府備蓄米の無償交付（こども食堂、こども宅食への支援）【令和６年度】

〇新型コロナウイルスの感染拡大を背景に、学校給食の補完的機能を果たす「こ
ども食堂」に加え、子育て家庭に食材を届ける「こども宅食」の取組が拡大し
ています。

〇学校給食におけるごはん食の拡大を支援するための政府備蓄米の無償交付制
度の枠組みの下、こども食堂やこども宅食においても食育の一環としてごはん
食の推進を支援します。

背景・目的

〔こども食堂〕
（支援対象）ごはん食を提供するこども食堂の取組を行う団体（運営者）の取組

（支援要件）食事提供を行う場所でこどもにごはん食の魅力などを伝える食育の
取組を行うこと

（支援上限）食事提供団体ごとに一申請当たり120Kg

〔こども宅食〕
（支援対象）食材提供を希望する子育て家庭に、政府備蓄米と他の食材を併せて、

直接配付を行う団体（運営者）※の取組
※「都道府県や市区町村等と連携し、子育て家庭の情報を基に活動をしている団体」又は「公的支

援を受けている団体」であって、「子育て家庭に直接、食事又は食材の提供を行っている団体」

（支援要件）ごはん食の魅力が伝わるチラシやレシピなど活用し、子育て家庭に
対して、ごはん食の魅力を伝えるなどの食育の取組を行うこと

（支援上限）食事提供団体ごとに一申請当たり450Kg

事業内容

〇農林水産省本省又は地方農政局本局及び地域拠点等へ交付申請。

・複数の提供団体（こども食堂運営者、こども宅食運営者）を中間団体が取りまとめて交付申
請書を提出することも可能です。なお、その場合でも提供団体に対して政府備蓄米が直接交
付されます。

・同じ提供団体内でも活動実態が異なる場合はそれぞれの活動単位での交付申請が可能です。
・必要に応じて年度内に合計５回の交付申請が可能です。

交付申請

交付決定

政府備蓄米
の保管倉庫

こども食堂運営者

こども宅食運営者

・交付決定後、倉庫からこども食堂・こども
宅食の運営者宛に配送します。
（国が費用を負担）

・精米での提供となりますが、玄米をご希望
の場合はご相談ください。

担当先 連絡先 担当先 連絡先
農産局穀物課
米麦流通加工対策室 03‐3502‐7950

東海農政局
生産振興課 052‐223‐4623

北海道農政事務所
業務管理課 011‐330‐8808

近畿農政局
生産振興課 075‐414‐9021

東北農政局
生産振興課 022‐263‐1111

中国四国農政局
生産振興課 086‐224‐9411

関東農政局
生産振興課 048‐740‐0403

九州農政局
生産振興課 096‐300‐6223

北陸農政局
生産振興課 076‐232‐4302

内閣府
沖縄総合事務局
生産振興課

098‐866‐1653

事業スキーム

お問い合わせ先 申請様式等、詳しくはこちら
※本事業の内容については、以下までお問い合わせください。

配送

※上記以外の各都道府県（地域拠点）の連絡先は、農林水産省のホームページをご覧ください

申請方法



③ 需要に応じた生産



農林水産業・地域の活力創造プラン
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平成25年12月10日農林水産業・地域の活力創造本部決定（抜粋）



農林水産業・地域の活力創造プラン②
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